
















丹
精
込
め
て
育
て
ま
す

<9> 
昭和初期の

海野町通り

緑化運動を進めている新町老人会では、

このほど会員の皆さんが、地区内の市道へ

ドウ ダンツツジ40本をキ直えました。その後

も、草刈りなどの手入れをして、丹精込め

て育てています。

企
当
時
は
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が
帽
子

を
か
ぶ
り
、
自
転
車
が
市
民
の
足

‘
今
年
4
月
の
日
曜
広
場
オ
ー
プ
ン

スタンプロボットガ歓迎

上田創造館に宇宙服を着 たスタンプロボ

ッ トが登場し、ちびっこたちの人気 を集め

ています。 ロボ ッ トの腹部にカードを差し

麦
わ
ら
が

込むと、日付などが入った スタン プを押し

て くれるというもの。カードは窓口で無料

でもらえます。

提供者

小田中てる子三

(60歳・吉田)

ス
ト
ロ
ー
の
代
用

二
十
年
ほ
ど
前
、
私
の
父
が
亡
く

な
り
、
遺
品
を
整
理
し
て
い
た
時
、

こ
の
写
真
が
出
て
き
ま
し
た
。
父
は

郷
土
の
歴
史
を
調
べ
る
の
が
趣
味
で

し
た
の
で
、
大
事
に
持
っ
て
い
た
の

だ
と
思
い
ま
す
。
写
真
の
裏
に
は
「
昭

和
七
年
頃
の
上
田
市
海
野
町
」
と
書

い
て
あ
り
ま
す
。
海
野
町
と
い
え
ば
、

7月23日(士)に放映

市では、 7月23日(土)午後2時から30分

間、市政テレビ番組“ふれあい上田"を

SBCで放映します。今回のテーマは「高

齢者福祉を考 える」です。 どうぞご覧 く

fごきし、。

市政テレビ“ふれあい上回"
私
が
小
学
校
五
・
六
年
生
だ
っ
た
昭

和
十
三
年
ご
ろ
の
祇
園
祭
り
に
ま
つ

わ
る
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
、
竹
を
積
ん
だ
大
八
車
を

祖
父
が
引
き
、
そ
れ
を
私
と
妹
が
後

か
ら
押
し
て
、
吉
田
か
ら
海
野
町
の

市
神
ま
で
運
ん
だ
こ
と
で
す
。

こ
の

竹
は
、
祇
園
祭
り
に
使
わ
れ
だ
よ
う

で
す
。
夏
で
し
た
の
で
、
当
時
と
し

て
は
め
ず
ら
し
い
ジ
ュ

ー
ス
を
庖
の

人
に
ご
ち
そ
う
し
て
も
ら
い
ま
し
た

が
、
ス
ト
ロ
ー

の
代
用
と
し
て
麦
わ

ら
が
一
本
つ
い
て
き
ま
し
た
。
私
は

こ
れ
で
飲
む
と
は
知
ら
な
か
っ
た
の

で
、
と
て
も
恥
ず
か
し
い
思
い
を
し

ま
し
た
。
今
で
は
、
笑
い
話
で
す
ね
。

7 広報うえだ 63.7.【9]



市
役
所
の
代
表
電
話

r(幻
)
4
1
0
0

部 7
落 月
差む
別 戸
市を 両
民な催
大<
行す
動

今
年
は
、
世
界
人
権
宣
言
四
十
周

年
と
い
う
意
義
あ
る
年
で
す
。
同
和

問
題
に
対
す
る
理
解
と
認
識
を
深
め

て
い
た
だ
き
、
差
別
の
な
い
明
る
い

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
、
大
勢
の
皆

さ
ん
の
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

マ
と
き
七
月
二
十
一
日
嗣
午
後

一
時
三
十
分
か
ら
マ
と
こ
ろ
上

田
市
民
会
館
マ
内
容
①
講
演
・

被
差
別
民
衆
の
担
っ
た
文
化
と
技
術

(桃
山
学
院
大
学
沖
浦
和
光
教
授
)

②
集
会
終
了
後
、
市
街
地
を
三
コ
ー

ス
に
分
か
れ
行
進
し
ま
す
。

受
通
共
済
の
申
し
込
み

お
済
み
で
す
か

今
年
度
も
六
月

一
日
か
ら
交
通
災

害
共
済
の
会
員
期
間
が
始
ま
り
ま
し

た。

ド
ま
だ
自
治
会
な
ど
を
通
じ
て
、
お

申
し
込
み
に
な
っ
て
い
な
い
皆
さ
ん

は
、
市
民
課
交
通
共
済
の
窓
口
で
加

入
さ
れ
る
よ
う
、
お
勧
め
し
ま
す
。

会
費
は
、
一
人
四
百
円
で
す
。

マ
問
い
合
わ
せ
市
民
課
(
内
線

1
3
5
8
)
 

老
齢
福
祉
年
金

障
害
基
礎

受
給
者
の
皆
さ
ん
へ

申
立
書
・
現
況
届
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い

老
齢
福
祉
年
金
の
受
給
権
の
あ
る

人
に
「
公
的
年
金
受
給
状
況
等
申
立

書
」
と
い
う
往
復
は
が
き
を
七
月
一

日
付
け
で
お
送
り
し
ま
し
た
。
必
要

な
事
項
を
も
れ
な
く
記
入
し
、
押
印

の
う
え
七
月
二
十
日
制
ま
で
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

障
害
基
礎
年
金
(
旧
障
害
福
祉
年

金
な
ど
)
の
受
給
権
の
あ
る
人
は、

昨
年
か
ら
「
国
民
年
金
受
給
権
者
現

況
届
」
な
ど
を
提
出
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
往
復
は
が
き

を
七
月
一
日
付
け
で
お
送
り
し
ま
し

た
の
で
、
も
れ
な
く
記
入
し
押
印
の

う
え
、
七
月
二
十
日
附
ま
で
に
返
送

し
て
く
だ
さ
い
。

期
限
ま
で
に
提
出
し
て
い
た
だ
か

な
い
場
合
、
年
金
の
受
け
取
り
に
支

障
が
出
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

公
的
年
金
を
受
給
す
る

よ
う
に
な
っ
た
ら

市
役
所
ま
た
は
各
支
所
で
、
受
給

し
た
旨
の
届
け
出
が
必
要
で
す
。

老
齢
福
祉
年
金
や
障
害
基
礎
年
金

(
旧
障
害
福
祉
年
金
な
ど
)
は
、
他

制
度
の
年
金
を
受
給
す
る
よ
う
に
な

っ
た
場
合
、
原
則
と
し
て
支
給
さ
れ

ま
せ
ん
。
こ
れ
は
福
祉
年
金
な
ど
が

本
人
の
負
担
な
し
に
、
国
の
税
金
で

賄
わ
れ
て
い
る
た
め
で
す
。
た
だ
し、

他
制
度
の
年
金
額
が
一
定
の
限
度
額

(
六
十
三
年
度
は
五
十
七
万
六
千
円
)

以
下
の
場
合
は
、
福
祉
年
金
な
ど
の
一

一
部
ま
た
は
全
部
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

一

マ
問
い
合
わ
せ
国
保
年
金
課
(
内
一

線

1
3
6
6
)

一

圃
ー
ー
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
J
一
七
月
四
日
か
ら
、
上
田
信
用
金
庫

園

放

置

自

転

車

を

一
一
城
南
支
庖
が
開
設
さ
れ
ま
す
。
市
の

園

撤

去

し

ま

す

一
一
収
納
代
理
金
融
機
関
と
し
て
、
公
金

圃
|
|
1
1
1
1
-
-
-
-
-
1
1
1
-
-
L
一
の
取
り
扱
い
を
行
い
ま
す
の
で
、
ご

交
通
対
策
課
で
は
、

J

R
上
田
駅
、
一
利
用
く
だ
き
い
。

西
上
田
駅
周
辺
に
長
期
間
放
置
さ
れ
一
マ
上
田
信
用
金
庫
城
南
支
庖

て
い
る
自
転
車
を
撤
去
し
ま
す
。

一
(
中
之
条
三
八
九
|
七

宮
⑧
6
5

心
当
た
り
の
か
た
は
、
至
急
持
ち
一

5
0
)

帰

っ

て

く

だ

さ

い

。

一

一

一
一
上
田
保
健
所
で

・

撤

去

作

業

日

程

一

一

第
一
回
警
告
日

7
月
U
日

同

盟

健

康

増

進

ク

リ

ニ

ッ

ク

第
二
回
警
告
日

7
月

幻

日

同

マ

と

き

七

月

二

十

八

日

同

午

前

自
転
車
撤
去
日

7
月

却

日

制

八

時

四

十

五

分

か

ら

午

後

三

時

マ

マ

問

い

合

わ

山

と

こ

ろ

上

田

保

健

所

(

合

同

庁

舎

)

線

1
5
5
2
)

マ
対
象
お
お
む
ね
六
十
歳
未
満

マ
内
容
①
健
康
度
測
定
(
検
尿
、

血
液
検
査
、
眼
底
検
査
、
心
電
図
な

ど
)
②
休
養
、
栄
養
診
断
③
個
人
相

談

な

ど

マ

定

員

二

十

人

(

定

員

に
な
り
次
第
締
め
切
り
)
マ
料
金

四
千
五
百
二
十
円

・
申
し
込
み

七
月
二
十
一
日
肘
ま
で
に
上
田
保
健

所
(
包
⑫
1
2
6
0
内
線

2
3
5
)

上
田
信
金
城
南
支
庖

7
月

4
日
か
ら

収
納
代
理
金
融
機
関
に
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今年4月に実施した放置自転車の撤去

県
の
物
価
通
信
講
座

受
講
生
を
募
集

マ
学
習
期
間

約
七
か
月
(
八
月



母
子
・
父
子
家
庭
の
皆
さ
ん
へ

寸
宙
(
父
)
と
子
の
集
い
」

に
ご
参
加
を

市
と
母
子
寡
婦
福
祉
会
で
は
、
次

に
よ
り
「
母
(
父
)
と
子
の
集
い
」

を
開
催
し
ま
す
。

出
発
・
:
八
月
七
日
目
午
前
六
時
三

十
分
市
役
所
出
発

目
的
地
:
・
富
士
急
ハ
イ
ラ
ン
ド

参
加
費
:
・
小
学
生
以
下
一
人
八
百
円
、

大
人
‘
(
中
学
生
以
上
)
一
人
干
二

百
円
。
い
ず
れ
も
昼
食
代
を
含
み

ま
す
。

申
し
込
み
:
・
福
祉
課
ま
た
は
母
子
寡

婦
福
祉
会
役
員
へ
現
金
を
添
え
て

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
定
員
(
パ

ス
四
台
)
に
な
り
次
第
締
め
切
り

ま
す
。

問
い
合
わ
せ

0
7
)
 

福
祉
課
(
内
線

1
6

こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
市
町

村
の
災
害
対
策
と
明
る
く
住
み
よ
い

街
づ
く
り
な
ど
に
使
わ
れ
ま
す
。
申

し
込
み
方
法
な
ど
詳
し
い
こ
と
は

七
月
十
五
日
闘
の
新
聞
(
朝
刊
)
紙

上
に
発
表
さ
れ
ま
す
。

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ

宝
く
じ
の
発
売

健主
康男

体 5
7フ力ぷ
ンづ
ケ<
|り
ト

「
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
」
(
市

町
村
振
興
宝
く
じ
)
の
予
約
申
し
込

み
が
、
七
月
十
五
日
働
か
ら
始
ま
り

ま
す
。賞
金
は
、
一
等
六
千
万
円
(
百
三

十
本
)
で
、
前
後
賞
を
あ
わ
せ
る
と

九
千
万
円
で
す
。
さ
ら
に
デ
ラ

ッ
ク

ス
・
カ
l
賞
一
千
万
円
(
二
百
六
十

本
)
、
フ
ァ
ミ
リ
ー

-
カ
!
賞
二
百
万

円
(
五
千
二
百
本
)
の
特
別
賞
も
あ

り
ま
す
。

上
田
市
体
育
指
導
委
員
協
議
会
で

は
、
今
後
の
活
動
に
生
か
す
た
め
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
や
ス
ポ
ー
ツ

に
対
す
る
意
識
を
調
査
す
る
「
健
康
、

体
力
づ
く
り
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
行
い

ま
す
。
簡
単
な
内
容
で
す
の
で
、
地
区
の

体
育
指
導
委
員
が
お
伺
い
し
ま
し
た

モ
ラ
ル
の
問
題
で
す

川
に
ゴ
ミ
を

捨
て
な
い
て
!

信
濃
川
を
守
る
協
議
会
に
よ
る
県

下
一
斉
河
川
パ
ト
ロ
ー
ル
が
、
六
月

十
三
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

上
田
地
域

(
上
小
、
坂
城
町
)
で

は
、
建
設
省
、
県
、
市
、
上
小
漁
業

協
同
組
合
な
ど
三
十
五
団
体
(
百
五

十
人
)
が
参
加
。
千
曲
川
水
系
四
十

三
河
川
を
パ

ト
ロ
ー

ル

(
l写
真
)

し
ま
し
た
。
市
内
の
千
曲
川
、
神
川
、

産
川
、
浦
野
川

(
二
十
四
か
所
)
で

は
、
農
業
用
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
、
肥

料
袋
な
ど
約
四
百
キ
ロ
の
ゴ
ミ
が
集
ま

り
ま
し
た
。

今
回
は
、
農
業
関
係
の
廃
棄
物
が

多
く
、
ま
た
古
タ
イ
ヤ
も
捨
て
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
農
作
業
後
の
ゴ
ミ
は
、

き
ち
ん
と
処
分
し
ま
し
ょ
う
。
ゴ
ミ

の
投
げ
捨
て
は
、
一
人
ひ
と
り
の
モ

ラ
ル
の
問
題
。
ゴ
ミ
汚
染
か
ら
み
ん

な
で
河
川
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

生
活
環
境
課
(
内

-
問
い
合
わ
せ

線

1
3
8
9
)

ー
翌
年
二
月
)
マ
内
容
「
く
ら
し

と
物
価
」
テ
キ
ス
ト
に
よ
る
学
習

マ
資
格
十
八
歳
以
上
の
県
内
居
住

者

マ

募

集

人

員

百

人

マ

受

講

料
無
料
(
通
信
費
の
一
部
と
ス
ク

ー
リ

ン
グ
、
施
設
見
学
の
参
加
旅
費

は
負
担
)
マ
申
し
込
み
は
が
き
に

①
物
価
通
信
講
座
受
講
希
望
②
住
所
・

願
い
し
ま
す
。

氏
名
・
年
齢
・
職
業
・
電
話
番
号
・

マ
問
い
合
わ
せ
教
育
委
員
会
体
郵
便
番
号
を
記
入
し、

左
記
へ
(
七

育
課
内
体
育
指
導
委
員
会
事
務
局
月
二
十
五
日
間
ま
で)。

(
内
線

1
7
5
1
)

干

3
8
0

長
野
市
大
字
南
長
野
六

圃
|
|
|
I
l
l
i
-
-
1
1
1
1
1
1
|

九一

一ーー二

長
野
県
生
活
環
境
部
県

圃

特

定

疾

患

療

養

者

に

民

生

活

課

(
8
0
2
6
2
⑧
O
I
l

-

見

舞

金

を

支

給

1
内
線
2
4
0
7
)

F
I
l
l
-
-
-
I
l
l
i
-
-

環
衛
公
庫
の
融
資
で

市
で
は
、
特
定
疾
患
療
養
者
(
全

お
庖
イ
キ
イ
キ

身
性

エ
リ
テ

マ
ト

l
デ
ス
、
ス
モ
ン
、

パ
l
キ
ン
ソ
ン
氏
病
な
ど
)
の
皆
さ
環
境
衛
生
金
融
公
庫
で
は
、
厚
生

ん
に
見
舞
金
を
支
給
し
ま
す
。
福
祉
大
臣
か
ら
振
興
計
画
の
認
定
を
受
け

課
ま
で
ど
う
ぞ
。

た
環
境
衛
生
同
業
組
合
員
の
皆
き
ん

マ

対

象

者

市

内
に
住
所
が
あ
り
、
に
、
営
業
の
振
興
や
経
営
の
合
理
化

特
定
疾
患
医
療
を
受
け
て
い
る
人
に
必
要
な
資
金
を
融
資
し
て
い
ま
す
。

マ
見
舞
金
の
額
一
万
円
(
年
一
回
)
一
マ
設
備
資
金
融
資
限
度
額
七
千
万

マ
申
出
方
法
七
月
三
十
日
出
ま
で
一
一

円
以
内
、
利
率
年
四
・
八
%
か
ら

に
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証
を
持
参
一
一
五
・
五
%
、
期
間
十
五
年
以
内

し
、
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
病
マ
運
転
資
金
融
資
限
度
額
三
千
五

名
、
世
帯
主
名
を
申
し
出
て
く
だ
さ
百
万
円
以
内
、
利
率
年
五
・
五
%
、

い

(昨
年
、
見
舞
金
を
支
給
さ
れ
た
期
間
五
年
以
内

か
た
も
申
し
出
が
必
要
で
す
)。

※

詳

し
く
は
、
(
財
)
長
野
県
環
境
衛

・

聞

い

人

生

営

業

指

導

セ

ン

タ

ー

6
0
3
)

6
2
⑧
3
6
1
2
)

へ
。

6月13日、千曲川をパトロール
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健
康
づ
く
り
市
民
の
つ
ど
い

体
験
発
表
者
と

よ
い
歯
の
表
彰
者
を
募
集

市
で
は
、
八
月
二
十
一
日
同
に
「
健

康
づ
く
り
市
民
の
つ
ど
い
」
を
開
催

し
ま
す
。
本
年
は
十
周
年
を
記
念
し
、

健
康
づ
く
り
の
体
験
発
表
者
と
よ
い

歯
を
お
持
ち
の
か
た
を
募
集
し
ま
す
0

・
体
験
発
表

マ
題
名
「
私
の
健
康
づ
く
り
」

「
わ
が
家
の
健
康
づ
く
り
」
「
私
の

町
の
健
康
活
動
」
の
ど
れ
か
一
つ
を

選

ぶ

マ

対

象

者

小

学

校

四

年

生

以

上

マ

原
稿
四
百
字
詰
原
稿
用

紙
五
枚
程
度
マ
そ
の
他

応
募
者

全
員
に
記
念
品
を
差
し
上
げ
ま
す
0

・
よ
い
歯
の
表
彰

マ
対
象
者
①
三
歳
以
上
で
む
し

歯
の
な
い
親
子
(
父
と
子
ま
た
は
母

と
子
)
②
七
十
歳
以
上
で
全
部
自
分

の
歯
の
人
(
治
療
を
し
で
あ
っ
て
も

よ
い
。
親
知
ら
ず
は
な
く
て
も
よ
い
)

マ
申
込
方
法
は
が
き
、
ま
た
は
電

話
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ど
ち
ら
も
住
所
、
氏
名
、
生
年
月

日
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
明
記
し
て

く
だ
さ
い
。
募
集
期
限
は
七
月
十
五

日
幽
で
す
。

-
申

込

先

干

3
8
6

市
内
大
手

一
j

一一

j

一
六
上
田
市
役
所
保

健
予
防
課

(電
話
内
線

1
3
7
6
)

覚
せ
い
剤

・
シ
ン
ナ
ー
な
ど

薬
物
の
乱
用
を

防
立
し
ま
し
ょ
う

七
月
は
薬
物
乱
用
防
止
月
間
で
す
。

薬
物
(覚
せ
い
剤
、
シ
ン
ナ
ー
な
ど
)

の
乱
用
者
は
、
昭
和
四
十
五
年
以
降

長
期
に
わ
た
っ
て
増
加
傾
向
に
あ
り
、

乱
用
者
に
よ
る
事
件
、
事
故
も
発
生

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
乱
用
者
の
青
少
年
層
、
婦

人
層
へ
の
底
辺
拡
大
傾
向
も
現
れ
、

最
近
で
は
少
年
が
全
乱
用
者
の
一
割

を
占
め
る
な
ど
、
青
少
年
健
全
育
成

の
上
か
ら
も
大
変
心
配
さ
れ
て
い
ま

す
。
恐
ろ
し
い
薬
物
を
社
会
か
ら
追

放
す
る
た
め
に
市
民

一
人
ひ
と
り
が

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

-
問
い
合
わ
せ
保
健
予
防
課
(
内

線

1
3
7
3
)

~オ

仔よ
入 卜
れ 1
募家 主
集庭 手
しを
ま
す

世
界
青
少
年
交
流
協
会
が
実
施
し

て
い
る
国
際
交
流
事
業
の
一
環
と
し

て
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
青
年
が
上
田
市

を
訪
れ
ま
す
。

こ
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア

青
年
の
民
泊
家
庭
を
次
に
よ
り
募
集

し
ま
す
。

マ
訪
問
期
間
八
月
八
日
間
か
ら

同
十
一

日
同
ま
で
(
民
泊
は
八
日
か

ら
十
日
ま
で
の
子
定
)
マ
募
集
世

帯

数

若

干

世

帯

マ

募

集

期

間

七
月
十
一
日
間
か
ら
同
十
八
日
間
ま

で
(
先
着
順
に
締
め
切
り
ま
す
)

マ
申
し
込
み
青
少
年
課

(内
線
1

7
3
2
)
 

環
境
保
護
の

標
語
な
ど
を
募
集

県
は
、
環
境
保
護
意
識
を
高
め
る

た
め
、
ポ
ス
タ
ー
、
作
文
お
よ
び
標

語
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

〈
応
募
資
格
〉

川
一
般
の
部
マ
ポ
ス
タ
ー
、
作

文

l
小

・
中
学
生
マ
標
語
H
H
小
・

中
学
生
、
高
校
生
お
よ
び
一
般
県
民

ω空
き
缶
等
の
部
マ
ポ
ス
タ
ー
、

標
語

l
小

・
中
学
生
、
高
校
生

〈
応
募
作
品
の
内
容
〉

ω一
般
の
部
公
害
の
防
止
、
廃

棄
物
の
適
正
な
処
理
処
分
、
自
然
保

護
、
快
適
な
生
活
環
境
の
創
造
に
関

す
る
も
の

∞
空
き
缶
等
の
部

空
き
缶
な
ど

の
散
乱
防
止
と
再
資
源
化
に
関
す
る

一

も

の

一

一一一

〈

応

募

期

限

〉

一

一

八

月

三

十

一

日

附

ま

で

一

一

十
一
月
二
十
日
刷
、
上
田
市
で
特

〈
応

募

先

〉

一

一
許
管
理
士
資
格
試
験
が
実
施
さ
れ
ま

マ
ポ
ス
タ
ー
、
作
文

l
干

湖

上

a

す
が
、
そ
の
た
め
の
予
備
講
座
が
次

回
市
材
木
町

一
ーー
二
l
六

上

小

地

に

よ

り

開

催

さ

れ

ま

す

。

方
事
務
所
内
長
野
県
環
境
浄
化
推

マ

と

き

八

月

か

ら

十

一

月

の

毎

進

協

会

上

小

支

部

月

第

二

日
曜
日
午
後
三
時
か
ら
五
時

マ
標
語

l
干

捌

長

野

市

大

字

南

ま

で

マ

と

二

ろ

上

田

市

中

央

公

長

野

六

九

二

の

二

長

野

県

庁

環

民

館

マ

そ

の

他

八

月

三

日
附

・

境

自

然

保

護

課

内

長

野

県

環

境

浄

四

日
嗣
に
は
事
前
養
成
講
座
を
開
催

化
推
進
協
会

し
ま
す
。

マ
問
い
合
わ
せ
長
野

〈
問
い
合
わ
せ
〉

県
発
明
研
究
会
本
部
告
⑫
3
0
5
3

市
生
活
環
境
課
(
内
線
1
3
8
7
)

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

電
子
工
業
巡
回

圃

勤
労
青
少
年
ホ

l

ム

一

試
験
パ
ス
の
ご
利
用
を

圃

琴
を
弾
い
て

一

圃

ョョ

j
i
l
-
-
-
・
!
・

一

県
で
は
、
長
野
県
精
密
工
業
試
験

圃

み
ま
せ
ん
か

一
場
(
所
在
地
l
岡
谷
市
)
に
巡
回
パ

勤
労
青
少
年
ホ

l
ム
琴
ク
ラ
ブ
で
ス
を
配
置
し
て
、
遠
隔
地
の
企
業
へ

は
、
市
内
に
お
住
ま
い
か
市
内
の
出
向
い
て
計
測
器
類
の
校
正
試
験
や

事
業
所
に
勤
務
す
る
三
十
歳
未
満
の
関
連
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
を
対
象
に
、
ク
ラ
ブ
員
を
募
希
望
さ
れ
る
電
機
・
電
子
関
連
事

集
し
ま
す
。
初
心
者
の
か
た
も
ふ
る
業
所
は
、
上
小
地
方
事
務
所
(
宮
⑫

っ
て
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

1
2
6
0
)
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

マ
練
習
日
毎
週
木
曜
日
午
後
六

時

か

ら

マ

ク

ラ

ブ

費

月

三

千

円

マ

募

集

人

員

三

人

マ

申

し

込

み

勤

労

青

少

年
ホ
l
ム
(
宮
②
7

1
1
7
)

へ
必
ず
来
館
の
う
え
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
(
午
後
一
時
か
ら

同
九
時
ま
で
)
。

特
許
管
理
士
試
験
の

予
備
講
座
を
開
催

[12J 7 広報うえだ 63.7.



ご
存
じ
で
す
か

婦
人
少
年
室
協
助
員

婦
人
少
年
室
協
助
員
の
皆
さ
ん
は
、

労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受
け
、
地
域

で
勤
労
婦
人
や
青
少
年
問
題
の
実
態

把
握
や
相
談
な
ど
の
活
動
を
し
て
い

ま
す
。
市
内
で
は
、
次
の
皆
さ
ん
が
四

月
一
日
付
け
で
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

7月は
青少年を非行から守る月間

(
任
期
は
二
年
で
す
)

マ

轟

光

昌

さ

ん

l
中
之
条
五
二
二

|

六

宮

⑧

4
3
3
3

マ
安
藤
美
智
子
さ
ん
H
H
中
央
三
l
八

|
一
二

宮
⑫
1
4
6
0

マ
石
川
美
和
子
き
ん

l
緑
が
丘
二
|

一

O

一

六

宮

⑫

5
7
1
7

マ
小
林
二
郎
さ
ん

l
中
央
四
l

一
九

ー
一
三

宮
⑧
1
3
9
6

-
問
い
合
わ
せ
長
野
婦
人
少
年
室

少
年
非
行
と
い
っ
て
も
、
あ
ま
り

身
近
に
感
じ
ら
れ
な
い
と
い
う
か
た

も
、
少
な
く
な
い
と
思
い
ま
す
。
し

か
し
、
非
行
の
実
態
や
動
機
を
み
る

と
、
ご
く
一
般
の
家
庭
に
も
、
ま
っ

た
く
関
係
が
な
い
と
は
言
い
切
れ
な

い
面
が
あ
り
ま
す
。

-
簡
単
な
動
機
で
非
行
に

マ
商
品
を
見
て
急
に
欲
し
く
な
っ
て

マ
バ
イ
ク
な
ど
を
乗
り
回
し
た
く
て

マ
好
奇
心
、
ス
リ
ル
を
求
め
て

ー
ー
な
ど
が
動
機
の
大
半
を
占
め
て

い
ま
す
。
そ
こ
に
は
、
善
悪
の
け
じ

め
が
つ
か
ず
、
自
己
の
欲
望
の
ま
ま

簡
単
に
非
行
に
走
っ
て
し
ま
う
少
年

の
姿
が
あ
り
ま
す
。

-
罪
の
意
識
が
薄
い

「
万
引
き
」

遊
び
ゃ
好
奇
心
か
ら
、
罪
の
意
識

の
薄
い
少
年
が
犯
す
万
引
き
や
自
転

車
盗
、

オ
ー
ト
バ
イ
盗
な
ど
の
非
行

が
、
刑
法
犯
の
約
七
割
を
占
め
て
い

宮

0
2
6
2
⑧
7
8
1
7

上
田
少
年
少
女
合
唱
団

校
生
ま
で
(
高
校
生
は
女
子
、
小
中

学
生
は
女
子
と
変
声
期
前
の
男
子
)

マ
練
習
日
毎
日
曜
日
、
午
前
十
時

か
ら
十
一
時
三
十
分
マ
練
習
場

一一

中

央

公

民

館

(

材

木

町

二

マ

申

山

し
込
み
練
習
日
に
直
接
練
習
場
へ

(
随
時
受
け
付
け
ま
す
)
・
問
い

合

わ

せ

宮

②

7
0
0
2
(
小
山
)
、

宮
⑫

1
3
9
7
(
白
石
)
、
宮
⑫

1
4

6
7
(
小
林
)

団
員
を
募
集
し
ま
す

上
田
市
に
も
少
年
少
女
合
唱
団
が

誕
生
し
ま
し
た
。
緑
豊
か
な
こ
の
城

下
町
に
、
子
ど
も
た
ち
の
清
ら
か
な

歌
声
を
響
か
せ
ま
し
ょ
う
。

マ
対
象
小
学
校
三
年
生
か
ら
高

ま
す
。
中
で
も
、
万
引
き
は
そ
の
中

心
で
あ
り
、
特
に
中

・
高
校
生
の
犯

罪
が
目
立
ち
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
非
行
は
、
殺
人
や
暴
一

行
な
ど
の
凶
悪
犯
・
粗
暴
犯
に
比
べ
一
昭
和
六
十
二
年
中
、
刑
法
犯
で
検

軽
視
さ
れ
が
ち
で
す
が
、
将
来
、
本
格
一
挙
・
補
導
し
た
少
年
は
四
百
二
十
二

的
な
犯
罪
に
発
展
し
て
い
く
危
険
性
一
人
で
、
前
年
に
比
べ
六
十
六
人
(
一

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
だ
れ
も
が
た
や
一
八
・
五
%
)
も
増
加
し
ま
し
た
。

す
く
陥
る
可
能
性
が
強
い
だ
け
に
、
一
ま
ず
、
学
識
別
に
み
る
と
、
中
・

こ
れ
ら
の
非
行
を
い
か
に
防
止
す
る
一
高
校
生
に
よ
る
非
行
が
、
三
百
六
十

か
が
、
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
一
五
人
と
全
体
の
八
五
・
五
%
を
占
め

す
。

一
て
い
る
点
が
目
立
ち
ま
す
。

-
未
然
に
防
ぐ
た
め
に

一
罪
種
別
で
は
、
相
変
わ
ら
ず
万
引

家
庭
で
の
心
の
交
流
が
、
非
行
を
一
き
な
ど
の
窃
盗
犯
が
三
百
五
十
五
人

防
ぐ
第

一
歩
で
す
が
、

地
域
ぐ
る
み
一
と
大
半
を
占
め
て
い
ま
す
。
万
引
き

で
こ
の
問
題
に
取
り
組
む
こ
と
も
大
一
で
検
挙
・
補
導
し
た
少
年
は
、
二
百

切
。
例
え
ば
、
や

っ
て
い
い
こ
と
と
一
六
十
二
人
と
刑
法
犯
全
体
の
六
二
・

い
け
な
い
こ
と
の
け
じ
め
、
社
会
の
一
一
%
、
前
年
に
比
較
し
て
八
十
五
人

一
員
と
し
て
守
る
べ

き
ル

l
ル
を
教
も
増
加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
女
子

え
る
こ
と
な
ど
、
地
域
社
会
が
大
き
に
よ
る
非
行
は
百
二
十
六
人
で
全
体

な

役

割

を

果

た

し

ま

す

。

の

三

O

%

を

占

め

て

い

ま

す

。

少
年
非
行
|

|

上
田
警
察
署
管
内
で
は

今月の家庭の日

7月17日(日)

市では、家庭の大切きを

認識していただくため、毎

月第 3日曜日を「家庭の日」

と定め、明るい家庭づくり

運動を進めています。

[>青少年課(内線1732)

刑
法
昭犯
和少
62年
十の
し状
宙況
警
察
署
名缶

、」学識別-丙

有職少年 20人
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大

塚

益

さ

ん

御

所

六

九

白
石
さ
き
子
き
ん
伊
勢
山
七
七

秋
山
か
つ
よ
さ
ん
下
室
賀
八
四

横

林

哲

三

さ

ん

須

川

六

三

小

林

ヤ

ツ

イ

さ

ん

秋

和

八

五

大
日
方
き
ょ
せ
き
ん
上
塩
尻
八
九

志

摩

耕

平

き

ん

小

泉

七

五

太

田

敏

雄

さ

ん

下

之

郷

五

二

小

泉

よ

し

さ

ん

秋

和

六

七

林

貞

雄

さ

ん

上

田

原

七

八

茨

木

こ

う

き

ん

鍛

冶

町

八

七

飯

島

栄

次

さ

ん

秋

和

七

八

石

合

与

助

さ

ん

鈴

子

六

二

小

林

金

作

さ

ん

新

田

八

O

西
沢
和
市
さ
ん
上
川
原
柳
町
七
七

松

尾

富

子

さ

ん

新

町

八

一

池
田
市
太
郎
さ
ん
上
本
郷
八
五

福

井

ま

き

の

き

ん

本

町

六

七

暴力のない

みんなの力て
}
め
い
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

高

橋

民

子

き

ん

下

塩

尻

五

三

後

藤

朝

子

さ

ん

下

紺

屋

町

六

五

滝

沢

八

郎

さ

ん

桜

台

八

七

西

沢

徳

巳

き

ん

上

室

賀

五

九

清

水

よ

し

え

さ

ん

下

之

郷

七

四

和

田

キ

ク

さ

ん

新

田

八

一

奥

原

信

伊

さ

ん

東

前

山

八

四

大
久
保
里
さ
ん
上
川
原
柳
町
七
六

市

村

裕

子

き

ん

手

塚

三

七

中

島

恵

さ

ん

五

加

五

六

上
田
警
察
署
お
よ
び
上
小
防
犯
協

会
で
は
、
犯
罪
や
事
故
の
な
い
平
和

で
住
み
よ
い
街
づ
く
り
に
、
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
し
か
し
、

暴
力
団
は
依
然
と
し
て
そ
の
組
織
を

温
存
し
、
近
ご
ろ
は
そ
の
勢
力
を
拡

大
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

暴
力
の
な
い
明
る
い
街
|

|
上
田

と
な
る
よ
う
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

市
民
の
敵
。
暴
力
団
。

静
か
な
住
宅
街
や
商
庖
街
に
暴
力

団
が
事
務
所
な
ど
を
構
え
て
住
み
つ

く
と
、
大
勢
の
組
員
が
出
入
り
し
、

と
き
に
は
因
縁
を
つ
け
る
な
ど
市
民

の
平
穏
な
生
活
が
破
壊
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
暴
力
団
に
よ
る
青
少
年
へ
の

悪
影
響
は
計
り
知
れ
ま
せ
ん
。

資

金

源

を

絶

つ

/

暴
力
団
の
資
金
源
は
、
ブ
ラ

ッ
ク

マ
ネ
ー
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
資
金
活

動
の
主
な
形
態
を
次
に
あ
げ
る
と
1

太
田
喜
代
志
さ
ん
長

島

竹

花

可

織

さ

ん

中

組

池

田

ケ

サ

き

ん

岡

小
日
向
お
じ
ん
さ
ん
保
野

神

田

厚

美

き

ん

中

吉

田

竹

田

茂

き

ん

大

屋

滝

沢

武

夫

さ

ん

新

町

半

田

明

さ

ん

泉

町

相

墨

シ

ン

さ

ん

五

加

青

木

正

一

さ

ん

御

所

藤

極

信

利

き

ん

十

人

増

沢

恒

人

さ

ん

上

手

川

端

俊

夫

さ

ん

院

内

松

本

半

四

郎

さ

ん

御

所

今

井

は

り

さ

ん

新

田

薮

田

ヤ

エ

さ

ん

上

房
山

竹
内
綾
子
さ
ん

上

沢

渡

辺

き

く

の

き

ん

浦

野

九七八九八八七四七六六八八二七九 六
四九 O 一七 O 九八七 六 九二三六三二三六

マ
恐
喝
、
覚
せ
い
剤
の
密
売
、
売
春
、

用
心
棒
料
マ
債
権
取
り
立
て
、
企
業

の
倒
産
整
理
、
交
通
事
故
の
示
談
介

入
マ
金
融
業
、
深
夜
飲
食
庖
、
建
築

業
な
ど
を
表
看
板
に
し
た
活
動
ー
な

ど
で
、
そ
の
被
害
者
は
市
民
の
皆
さ

ん
で
す
。

ま
ず
「
三
な
い
運
動
」

暴
力
団
を

「
恐
れ
な
い
。
利
用
し

な
い
。
金
を
出
さ
な
い
」
の
か
三
な

い
運
動
。
を
ま
ず
地
域
に
定
着
さ
せ
、

住
民
パ
ワ
ー
を
結
集
さ
せ
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

(14) 7 

早
め
に
相
談
を

広報うえだ 63.7，

警
察
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
を
守

る
た
め
「
民
事
、
暴
力
相
談
員
」
を

置
き
、
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
困

っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
早
め
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
守
り
、

届
出
者
な
ど
に
迷
惑
を
か
け
ま
せ
ん
。

ま
た
、
身
辺
の
保
護
に
も
万
全
を
尽

く
し
ま
す
。


